
IZ:rF かなぎ 
*********************************************************************** 

9月19日 

！走れメロス理編毒会よリ 

編集と発行 

金木町企画室 

青森県北津軽郡金木町 

大字金木字朝日山323 

電話⑨2111 内線210 

	ノ 



（単位】千円） 

町債 
14.5% 

805,500 
町税 

13.3% 
740,762 

県支出金 
6.1% 

339,685 

国庫支出金 
5.1% 

283,090 

繰入金 
4.7% 

259,972 

その他 8.1% 
451,363 

衛生費 
14.0% 

755,462 

その他 
16.5% 

891,836 

地方交付税 
48.2% 

2,680,852 

広報かなぎ ② 

平成9年度〇0 
55億6,122万円 

の使い道  

～ー般会計～ 

億4,664万円の黒字決算 

九
月
定
例
議
会
で
平
成
九
年
度

一
般
会
計
と
特
別
会
計

の

各
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
の
歳
入
が
五
五
億
六
、
ニ

」
一
万
四
、二
一
三
円
 

（
対
前
年度
比
〇
・
九
六
％
減
）
、
歳
出
が
五
三
億
九
、
八
五
九

万
二
七
ニ
円
（
対
前
年
度
比
〇
・
九
六
％
減
）
と
そ
れ
ぞ
れ
若

干
の
減
少
を
示
し
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
財
源
が

一
、五
九
九

万
三
、
三
二
〇
円
あ
り
差
引
「
億
四
、
六
六
四
万
五
三

一
円
の

黒
字
決
算
に
な
り
ま
し
た
。
 

皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
税
金
や
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
の
使

い
道
等
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 



③ 広報かなぎ―川川111111I 

主な歳出の内訳（単位】千円） 

◆総務費・消防費 

広報かなぎ印刷費 6,478 

行政情報電算処理費 11,235 

交通安全対策費 8,975 
吉幾三1万人コンサート助成金 14,500 

納税貯蓄組合報奨金 15,735 
地方バス路線維持補助金 6, 183 

常備消防費 279,304 

◆民生費・衛生費 

町社会福祉協議会補助金 16,315 

重度心身障害者医療費助成 18,750 

身体障害者更生援護施設事務費 21. 693 

老人施設措置費 177, 747 

第 1保育所費 75,304 

第 2保育所費 59, 608 

第 3 保育所費 70,402 

第 4 保育所費 51,584 

児童手当 14,453 
国民健康保険特別会計繰出金 115,118 

ガン検診等委託料 18,949 

老人保健特別会計繰出金 61,639 
西北五環境事務組合負担金 71,693 
公立金木病院組合負担金 298, 192 

◆農林水産業費 

施設野菜り‘雌高度化緊急対策事業 23,789 

地域調整推進事業費 57,995 

ふるさと農道緊急整備事業費 72,095 
中山間地域総合整備事業負担金 19,701 

団体営農道整備事業費 78, 113 

◆土木費 

除雪対策費 88.535 
道路新設改良費 41, 180 

ふるさとづくり町道整備事業費 130. 391 
住宅管理費 21. 258 

◆教育費 

金木小学校管理費 60, 195 

川倉小学校管理費 18,379 
嘉瀬小学校管理費 35,178 

喜良市小学校管理費 30,467 

金木中学校管理費 35,814 

金木南中学校管理費 43,594 

公民館費 45,341 
運動公園整備費 25,808 
旧津島邸復元修復工事 106, 385 

◆その他 
さくらまっり助成金 5,616 
夏まっり助成金 

商エ会助成金 4.000 
イべント広場整備事業費 137,447 
観光物産館建設事業費 79,663 

災害復旧費 6, 261 
長期債償還元金 433, 394 
長期債償還利子 249, 529 

町民一人当りの税負担 
	

町税 内訳 

収入済額 収入未済額 

町 民 税 328, 352千円 5,664千円 

固定資産税 325, 949千円 50,815千円 

軽自動車税 16,477千円 304千円 

町たばこ税 69,984干円 0千円 

計 740, 762千円 56,783千円 

性質別経費内訳 

平成 9 年度 平成 8年度 

増 	減 

〈千円） 

区 	 分 決算額 
（千円） 

構成比 
(%) 

決算額 
（千円） 

人 	件 	費 1,361,733 25.2 1,297,740 63, 993 

物 	件 	費 341. 309 6.3 381, 160 △ 39,851 

維 持 補 修 費 78, 684 1.4 66,280 12,404 

扶 助 的 経 費 311,807 5.8 300,821 10,986 

補 助 的 経 費 1,023,666 19.0 928, 088 95,578 

内

訳
 

―部事務組合負担金 375. 038 7.0 363, 283 11,755 

そ 	の 	他 648.628 12.0 564, 805 83. 823 

公 	債 	費 683,647 12.6 674, 011 9, 636 

内
訳
 

元 利 償 還 金 681, 713 12.6 671, 170 10, 543 

―時借入金利子 1. 934 0.0 2, 841 △ 	907 

積 	立 	金 86, 627 1.6 71,015 15,612 

投資、出資、貸付金 30,028 0.6 24,770 5,258 

繰 	出 	金 177, 290 3.3 172. 369 4,921 

投 資 的 経 費 1,303,799 24.2 1, 700, 949 △397, 150 

内
 
訳
 

 

(1）普通建設事業費 1,297.539 24. 1 1.695. 263 t397, 724 

補助 事 業 費 4.462 0. 1 576, 261 △571. 799 

単独 事 業費 1,212,918 22.5 984, 386 228, 532 

県営 事 業 費 80. 159 1.5 134, 616 L\ 54,457 

(2）災害復旧事業費 6. 260 0. 1 5,686 574 

歳 	出 	合 	計 5,398,590 100.0 5,617,203 △218,613 

*キ 
1可 刀リ 本 

国民健康保険 
歳 入 1,305,662, 157円 

歳 出 1,206,823, 010円 

老 人 保 健 
歳 	入 1,043, 058, 478円 

歳 	出 1,043,466, 414円 

農業集落排水事業驚 含 

水 道 事 業 

収益的収入 280, 249, 989円 

収益的支出 287, 149, 586円 

資本的収入 19, 000, 000円 

資本的支出 73, 737, 173円 

計 

町 民 税 26,741円 

固定資産税 26,545円 

軽自動車税 1,342円 

町たばこ税 5,700円 

計 60,328円 

―人当りの金額は、平成10年 3 
月31日現在の町の人口12, 279人
で割ったものです。 



平成10年度 

金
木
町
敬
老
大
会
・
社会
福
祉
大
会
 

、
9
0歳
以
上
の
長
寿
者
7
8名
、
 

▲鳴海町長が一人ひとりに顕彰状と記念品を贈りま ＋五
 

ー
 

演今白今山山夏 

平
成
十
年
度
金
木
町
敬
老
大
会

及
び
金
木
町
社
会
福
祉
大
会
が
九

月
四
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
 

関
係
者
約
五
百
人
が
出
席
し
長
寿

者
ら
に
顕
彰
状
を
贈
っ
て
長
寿
を

祝
い
ま
し
た
。
 

式
典
で
、
鳴
海
町
長
は
「
金
木

町
を
支
え
て
き
た
皆
さ
ん
の
苦
労
 
 に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
う
町
づ
く
り
を
今

後
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
、
百
歳
以
上
の

長
寿
者
、
演
田
さ
き
さ
ん

（嘉
瀬

下
派
立
）
と
葛
西
つ
よ
さ
ん
（
更

生
部
落
）
を
は
じ
め
、
八
十
五
歳

以
上
の
長
寿
者
百
二
十
八
名
と
八
 

十
八
歳
以
上
の

長
寿
者
夫
婦
一

組
に
県
顕
彰
状

や
、
町
顕
彰
状

と
記
念
品
が
鳴

海
町
長
か
ら

】
 

人
ひ
と
り
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
作

文
発
表
会
が
行

わ
れ
、
町
内
の

二
中
学
、
四
小

学
校
の
代
表
者

が
、
日
ご
ろ
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

へ
の
思
い
を
つ
 
 づ

っ
た
作
文
を
朗
読
し
、
会
場
の

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
が
感
慨
に
ふ

け
り
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
 

お
昼
に
は
、
町
婦
人
会
々
員
ら

が
真
心
を
込
め
て
作
っ
た
弁
当
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
町
芸
能
団

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し

み
ま
し
た
。
 

当
日
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。
 

【青
森
県
長

寿
福
祉

祭
】
 

▼
百
歳
以
上
の
長
寿
者
 

演
 
田
 
さ
 
き
（
嘉
瀬
下
派
立
）
 

葛
 
西
 
つ
 
よ
（
更
生
部
落
）
 

【
県
・
町
顕
彰
受
賞

者
】
 

▼
九
十
歳
に
達
し
た
長
寿
者

佐
 
藤
 
ト
 
キ
（
三

軒
町

）
 

中
 
谷
 
ク
 
ニ
（
女
 

坂
）
 

津
 
田
 
ト
 
シ

（
寺
 
町

）
 

伊
丸
岡
浅
五
郎
（
喜
良
市
上
派
立
）
 

古
 
川
 
キ
 
エ
（
下

柏
木

）
 

西
 
村
 
ッ
 
セ
（
林
 
町

）
 

小
山
内
 
タ
 
ョ

（下

古
町

）
 

相
 
川
 
や
 
え
（
あ
し
の
園
）
 
 占

川
 
タ
 
ョ

（
喜良
市
川
端
町
）
 

一
一
ロ
 
田
 
ミ
 
セ
（
沢
 
部
）
 

安
 
田
 
金
 
作
（
上

古
町

）
 

阿
 
部
 
ヒ
 
テ
（
神

明
町

）
 

三
 
上
 
藤
 
市
（
小
川
町

）
 

大
 
川
 
ッ
 
ル

（
下
中柏
木
）
 

桑

田
 
ミ
 
ョ
（
喜
良市
上
派
立
）
 

▼
八
十
八
歳
以
上
長
寿
者
夫
婦
 

Aフ 
噂

m（
嘉
瀬上
昭
和
町
）
 

【
町
顕
彰
受

賞
者
】
 

▼
九
＋
歳
以
上
の
長
寿
者
 

小
山
内
 
晴
 
夫
（
あ
し
の
園
）
 

ヤ
 
サ
（
下
鍛
冶
町
）
 

ョ

（
あ
し
の
園
）
 

ネ

（野
 
崎
）
 

象
（
あ
し
の
園
）
 

（若
松
町

）
 

（上
小
栗
崎
）
 

（
新
富
町

）
 

イ
 
ョ
（
あ
し
の
園
）
 

こ
 
と
（
小

川
町

）
 

茂
之
進
（
栄
 
町

）
 

み
 
せ
（
上

古
町

）
 

キ
 
ョ
（
上
昭
和
町
）
 

み
 
せ
（
北
新
町

）
 

小
山
内
弥
右
衛
門
（
あ
し
の
園
）
 

小
 
野
 
タ
 
ミ
（
あ
し
の
園
）
 

秋
 
元
 
ョ
 
シ

（あ
し
の
園
）
 

相
 
坂
 
ハ
 
ル

（
蒔

川
 
口
 
コ
 
ト

（蒔
 
 

ち
 
ふ

（
米
 
町

）
 

シ
 
デ

（
車
 
町

）
 

富
士
男
（
上
鍛
冶
町
）
 

常
五
郎
（
上
昭
和
町
）
 

川
 
末
太
郎
（
あ
し
の
園
）
 

き
 
ぬ
（
南
本
町

）
 

マ
 
ツ
（
あ
し
の
園
）
 

算
用
子
 
イ
 
サ
（
見

崎
町

）
 

中
 
ッ
 
ョ
（
蒔
 
田
）
 

谷
 
タ
 
ョ
（
あ
し
の
園
）
 

内
 
ミ
 
サ
（
藤
 
枝

）
 

藤
 
ィ
 
ョ
（
上
宇
田
野
）
 

木
 
ョ
 
ソ

（東
 
町

）
 

谷
 
マ
 
ン

（
下宇
田
野
）
 

崎
 
三
千
男
（
畑
 
中
）
 

チ
 
ョ

（
喜
良市
川
端
町
）
 

キ
 
シ

（
新
富
町

）
 

ソ
 
メ
（
湯
 
の
 川
）
 

キ
 
セ
（
あ
し
の
園
）
 

シ
 
サ
（
上
宇
田
野
）
 

ソ
 
ワ

（上
新
町

）
 

き
 
ぬ
（
あ
し
の
園
）
 

ト
 
メ
（
若

松
町

）
 

久
 
治

（小

川
町

）
 

ヒ
 
テ

（
畑
 
中

）
 

松
衛
門

（あ
し
の
園
）
 

ち
 
よ
（
東
岩
見
町
）
 

耕
 

一
 
（
上古
町

）
 

I'll川川III 広報かなぎ ④ 

田工木山 角天米三田高黒秋山

中藤村形田坂塚上中松川元中 

長
太
郎
 

み
 
キ
 
み
茂
 
こ
 
イ
 
ト
 
長
 
ミ
 
ち
 
ソ
 
ヤ
 
ヤ
 

・

k
ー
 

こ
、
 

ミ
 
キ
 

田 田 

田 川 中 中坂 

山伊松舛原原秋成宮兼花中佐其川今外泉鈴斎竹中田 
丸 	 々 

中岡川甚田 田元田崎平田谷木田 口 崎谷木藤内谷中 

し ア キ き ソ シ 

み子ナぬ ワ サ 

林藤野あ上上 

ミ タ 

下枝崎 

r
 



中
 
谷
 

泉
 
谷

中
 
谷
 

前
 

中
 

り本 と豊た義 り粂の金 
五 四 

つ真 しーね正つ郎ぶ郎 

村 田 

今津夏岡沢原板演伊原笹 

島坂田 田 田谷田東田木 

ハ
作文
発
表
を
した
児
童
 匡
唯
奄
 

「
わ
た
しの
お
じ
い
ち
ゃ
ん
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
 「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
 

川倉小 1年 

工藤 愛美さん 

喜良市小 4年

成田亜佑美さん 

「
わ
た
しの
 

「
とて
も
元
気
な
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
 

嘉瀬小 5年 

津田 悠乃さん 

金木小 4年 

大塚 和生くん 

「偏
見
か
ら
く
る
差
別
」
 

「
私
と

家

族
」
 

金木中 3年 

鳴海麻衣子さん 

金木南中 2年

成田 顕恵さん 

(
 

一ー、ーーノー立ーーーーー、ーノー、ーノ立ーーーー 

田大原工木尾白 白小長山今鎌長泉白阿逢若秋桑原今中今三田杉長中鳴 

タ
 
マ

（
小
川
町

）
 

シ
 
ナ

（
下
中柏
木
）
 

イ
 
ョ
（
三

軒
町

）
 

マ
ン
コ
（
上
昭
和
町
）
 

ツ
 
マ
（
神
明
町

）
 

リ
ン
子
（
藤
 
枝
）
 

ミ

（
芦野
団
地
）
 

シ

（北
本
町

）
 

蔵

（神
明
町

）
 

七
（
見

崎
町

）
 

カ
 
ョ
（
喜
良
市
川
端
町
）
 

▼
八
十
五
歳
に
達
す
る
長
寿
者

中
 
村
 
ハ
 
ル

（朝
日
町

）
 

中
 
谷
 
義
 
正
（
栄
 
町

）
 

田
 
中
 
ナ
 
ッ
（
浦
 
町

）
 

佐
々
木
 
ッ
 
ナ
（
更
生
部
落
）
 

大
若
新
上
湯
嘉
若
林
後
向
沢
あ
中
若
良
更
浦
栄
朝
る
 
良
見
神
北
芦
藤
神
上
三
下
小
 

東
士

J 、
三
‘
什
昭
／
ハ
瀬
セ
、
 
し
山
士
八
市
生
 
口
 
長
市

1「l
大
ロ
口
ナ
ー
野
 
口
口
昭
主
工
中
 

H
1
 

否
松
誠
器
の
警
松
 

×
 
W

t
r
 

松
半
孟
 
日
 
至
器
崎
明
本
昌
 
明
甥
軒

-
r-
I
r
A

川
 ケl

A
F
J

」
人
和

vノ
下

'
l
b

、
 
の
道

1」
、
下
部
 

I
-
I

寿
川

p
r
p
J

ワ
コ

z十
、
団
 
ツ
コ
和
千

I柏)
L
I
 

丘
町
町
町
川
派
町
町
町
道
部
園
町
町
派
落
町
町
町
者
端
町
町
町
地
枝
町
町
町
木
町
 

寺
山
ト

メ
ョ

（
喜
良市
下
派
立
）
 

（
若
松
町

）
 

（
中山
道
町
）
 

（あ
し
の
園
）
 

（
若
松
町

）
 

（嘉
瀬
下
派
立
）
 

（
湯
 
の
 
川
）
 

（
上
昭和
町
）
 

（
新
誠
町

）
 

（
若
松
町

）
 

（
大
東
ケ丘
）
 

海
 
力
 
子
（
上
小
栗
崎
）
 

谷
 
幸
 
一
 
（
中山
道
町
）
 

内
 
金
 
義
（
美
晴
町

）
 

山
 
き
 
よ

（
下
中柏
木
）
 

中
 
あ
 
さ

（
新
富
町

）
 

上
 
正
介

（
喜
良市
下
派
立
）
 

リ
 
ョ

（
喜
良市
川
端
町
）
 

村
 
コ
 
ト

（朝
日
町

）
 

ョ

（
上
柏
木
）
 

セ

（
嘉
瀬上
派
立
）
 

（西
岩
見
町
）
 

（
北
新
町

）
 

（
蒔
 
田

）
 

（
芦
野
団
地）
 

（
昭
和
町

）
 

（
沢
 
部
）
 

（
下
宇
田野
）
 

（朝
日
町

）
 

（東
 
町

）
 

（
下
 
町

）
 

（中
派

立
）
 

（神
明
町

）
 

（
上
古
町

）
 

（
沢
 
部
）
 

（
沢
 
部

）
 

（
寺
 
町
）
 

（湯
 
の
 川
）
 

（神
明
町

）
 

（
嘉
瀬
本
町）
 

（
西
岩
見
町）
 

（下
中
柏
木
）
 
 ▼

八
十
歳
に
達
す
る
長
寿
者
夫
婦
 

田
 
中
 
如
一
郎
 

マ
ツ
エ
 

荒
 
井
 
由
 
吉
 

さ
 
だ
 

原
 
田
 
恒
五
郎
 

い
 
ね

原
 
田
 
藤
四
郎
 

、
こ
 
ョ

宮
 
崎
 
初
太
郎
 

タ
チ
エ

横
 
山
 
金
四
郎
 

カ
 
、
ン

今
 
丘

（
八郎
 

ツ
ル
子
 

三
上
 ほ

（
喜
良市下
派
立
）
 

・

人
リ
‘ス
リ
‘
ス
リー
ー
ソ
人
リ
ー
人
リ1
6
‘
・ス
リ‘
6

'
 

敬
老
大
会
終
了
後
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
は
、
 

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
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向
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町

）
 

（神
 

原
）
 

（
下柏
木
町
）
 

（
下中
柏
木
）
 

（上
中
柏
木
）
 

（
野
 

崎
）
 

（
野
 

崎
）
 

（
下
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）
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太
宰
小
説
作
文
集
「

新

樹

」
 

5

嘉
瀬
小
で
学
習
会

5
 

‘
社
会
福
祉
の
“
足
力
と
し
て

寄
贈
さ
れ
た
巡
回
車
 

ト
信
号
機
の
「
青
」
を
確
認
し

横
断
歩
道

の
渡
り
方
を
練
習
 

社
協
に
 

「
福
祉
巡
回
車
」
 

ー
県
生

命
保
険

協
会

ー
 

青
森
県
生
命
保
険
協
会

（
会長
 

H

楼
井
博
）
が
九
月
二
十
九
日
、
 

金
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
会長
 

H

角
田
正
男
）
に
「
福
祉
巡
回
車
」
 

を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

同
協
会
は
、
県
内
の
十
九
の
保

険
会
社
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
団

体
で
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
平
成
三
年
よ
り
職
員
か
ら
の
 

交
通
安
全
教
室
 

5

秋
の
交
通
安
全
運
動
5
 

秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の

九
月
二
十
九
日
、
中
央
公
民
館
で

来
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童

を
対
象
に
し
た
交
通
安
全
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
 

子
供
た
ち
の
事
故
防
止
と
交
通
ル
 

ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
ん
で
も
ら
い

た
い
と
実
施
し
た
も
の
で
、
町
内
 
 募

金
を
基
に
県
内
の
町
村
へ
福
祉

巡
回
車
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
 

中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
寄
贈
式
で
は
、
関
係
者
ら

三
十
人
が
出
席
し
て
安
全
祈
願
の

神
事
が
行
わ
れ
た
後
、
寄
贈
者
を

代
表
し
楼
井
会
長
が
「
在
宅
福
祉

活
動
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 現
在
、
金

木
町
は
五
人
に

一
人
の
割
合
で
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
同
社
協

で
は
 
「一
人
暮
ら
し
の
老
人
宅
、
 

身
障
者
世
帯
へ
の
巡
回
な
ど
に
活

用
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

の
各
保
育
所
か
ら
六
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
角
田
助
役
が

「大
き

な
ケ
ガ
に
つ
な
が
る
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
よ
く
勉
強
し
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
さ
っ
そ

く
五
所
川
原
警
察
署
交
通
課
の
婦

人
警
官
の
指
導
の
下
、
模
擬
道
路

や
信
号
機
を
使
っ
て
横
断
歩
道
の

渡
り
方
や
点
滅
信
号
時
の
注
意
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
ア
ニ
メ
の
交
通
安
全

ビ
デ
オ
を
観
賞
し
、
改
め
て
事
故

の
危
険
性
を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。
 

金
木
町
太
宰
会

（
会長
H

木
下

巽
）
が
発
行
し
て
い
る
太
宰
小
説

作
文
集
『
新
樹
』
の
学
習
会
が
九

月
二
十
一
日
、
嘉
瀬
小
学
校

（
校

長
廿
横
演
盛
昭
）
で
行
わ
れ
、
五
、
 

六
年
の
児
童
六
十
二
人
が
太
宰
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
 

平
成
八
年
に
初
刊
さ
れ
て
以
来
、
 
 

今
回
が
第
四
集
の
作
品
募
集
と
な

り
、
同
校
で
は
太
宰
の
生
い
立
ち

な
ど
を
学
ば
せ
た
い
と
、
木
下
会

長
に
講
義
を
依
頼
し
ま
し
た
。
 

木
下
会
長
は
 
「太
宰
作
品
の
特

徴
は
ユ
ー
モ
ァ
（
お
茶
目
）
が
あ

り
、
 一
方
で
正
義
感
の
強
さ
、
優

し
さ
が
あ
る
。
本
を
読
ん
で
感
じ

た
】
感
動
”
を
そ
の
ま
ま

表
現
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
 

題
材
の
タ
イ
ト
ル
に
気
を

つ
け
、
読
後
に
考
え
さ
せ

ら
れ
た
こ
と
を
必
ず
文
章

に
入
れ
て
ほ
し
い
」
と
、
 

細
や
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

送
り
児
童
ら
は
真
剣
に
メ

モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
 

太
宰
作
品
「
新
樹
の
言

葉
」
か
ら
引
用
し
て
「
新

樹
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ

の
文
集
は
、
来
春
発
行
さ

れ
る
予
定
で
す
。
 

▲木下会長の話に聞き入り、メモを取る児童たち 

r
 



‘
ス
タ
ー
ト
の
号
砲
を
待
つ

第
一
走
者

た
ち
 

ト
拾
っ
た
ゴ
ミ
を
分
別
し
、
 

美
化
活
動
に

一
役
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カ蚊
帳

ク
で
荒
馬
衣

装
鳶
編
海
麟
 

喜
良

市
小
に

寄
贈
、

、女
 

第
4
回
 

走
れ
メ
ロ
ス
 

駅
伝
大
会
 

5
川
倉
小
ニ
一
連
覇
5
 

第
四
回
走
れ
メ
ロ
ス
駅
伝
競
走

大
会
が
九
月
十
九
日
、
芦
野
公
園

特
設
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
出
場
し

た
小
学
校
七
チ
ー
ム
、
四
十
二
人

り

7
ノ
ナ
ー
が
健
脚
を
競
い
合
い

ま
し
た
。
 

駅
伝
大
会
は
、
太
宰
の
遺
徳
を

し
の
び
、
太
宰
文
学
に
関
心
を
も

っ
て
も
ら
い
た
い
と
行
わ
れ
た
も
 

金
木
中
学
校
（
校
長
廿
長
谷
川

正
夫
）
の
全
校
生
徒
二
百
七
十
一

人
と
同
P
T
A
（
会
長H
佐
野
一
）
 

が
十
月
三
日
早
朝
、
町
内
ク
リ
ー
 

ン
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
、
生
徒
と
教
職
員
、
 

父
母
が

一
緒
に
な
っ
て
環
境
美
化

活
動
に
寄
与
し
た
い
と
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
、

金
木
中
学
区
 

（
金
木
、川
倉
、
蒔
田
）
全
域
を
 
 の

で
、
太
宰
が
友
情
を
描
い
た
作

品
『
走
れ
メ
ロ
ス
」
を
大
会
名
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
 

開
会
式
で
、
成
田
教
育
長
が
あ

い
さ
つ
し
た
後
、
喜
良
市
小
の
葛

西
加
奈
子
（
六
年
）
さ
ん
が
「
私

た
ち
は
『
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
主
人

公
の
よ
う
に
、
力
の
限
り
走
り
抜

く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
元
気
よ

く
選
手
宣
誓
。
各
小
学
校
か
ら
選

抜
さ
れ
た
選
手
は
、
家
族
や
友
人

ら
が
声
援
を
送
る
中
、
タ
ス
キ
に

願
い
を
込
め
て
力
走
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
に
続
き
川

倉
小
が
大
会
新
記
録
で
二
連
覇
を

達
成
し
ま
し
た
。
 

男
女
五
、
六
人
で
グ
ル
ー
プ
を
編

成
し
て
デ
レ
キ
を
手
に
燃
え
る
ゴ

ミ
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
手
際
よ
く

清
掃
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
 

ま
た
同
校
は
、
今
ま
で
の
活
動

が
認
め
ら
れ
、
環
境
美
化
教
育
‘
 

実
戦
優
良
校
と
し
て
社
団
法
人

・

食
品
容
器
環
境
美
化
協
会
か
ら
西

北
地
区
で
唯
一
、
優
良
校
表
彰
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

喜
良
市
西
岩
見
町
の
桑
田
ミ
サ

オ
さ
ん
が
こ
の
ほ
ど
、
手
作
り
の

荒
馬
衣
装
を
喜
良
市
小
学
校

（
校

長
H
長
谷
川
俊
介
）
に
寄
贈
し
ま

し
た
。
 

同
小
学
校
で
は
、
本
年
度
に
生

涯
学
習
の
一
環
と
し
て
地
元
の
老

人
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
指
導
員
に
な

っ
て
も
ら
い
、
 「喜
良
市
の
歴
史

と
文
化
を
学
ぶ
」
 
と
いう
テ
ー
マ

で
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
画
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
 そ
の
中
の
 
 

一
つ
が
一
荒
馬
ク
ラ
ブ
”
。
 

長
谷
川
校
長
か
ら
衣
装
の
依
頼

を
受
け
た
桑
田
さ
ん
は
、
 
「昔
は
 

】
か
ら
む
し
”
の
繊
維
で
農
作
業

着
を
作
っ
た
も
の
。
そ
の
イ
メ
ー
 

ジ
で
今
回
挑
戦
し
ま
し
た
」
と
い

う
作
品
は
、
綿
の
裏
地
と
蚊
帳
を

縫
い
合
わ
せ
た
半
て
ん
と
手
甲
、
 

脚
半
の
荒
馬
衣
装
一
式
三
点
。
仮

縫
い
か
ら
本
縫
い
と
、
約
ー
ケ
月

間
を
費
や
し
た
衣
装
が
見
事
に
出

来
上
が
り
ま
し
た
。
桑
田
さ
ん
は

「
い
ろ
い
ろ
な
物
を
提

供
し
て
く
れ
た
人
た
ち

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
温
か
い
気

持
ち
を
形
に
し
た
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
 

贈
ら
れ
た
衣
装
を
身

に
つ
け
た
児
童
は

「軽

く
て
動
き
や
す
い
」
と

満
足
感
た
っ
ぷ
り
。
こ

の
衣
装
を
着
た
荒
馬
踊

り
は
十
月
二
十
五
日
、
 

同
校
百
ニ
十
周
年
記
念

式
典
で
披
露
さ
れ
ま
す
。
 

金
木
中
全

校
生

徒
 

町
内
を

ク
リ

ー
ン
作
戦
 

▲寄贈者の桑田さん（左）と喜ぶ児童 3 人に長谷川校長 
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大
正
五
年

四
月
、
太
宰
さ
ん

こ
と
津
島
修
治
は
、
金
木
村
大

字
金
木
字
菅
原
十
九
番
地
に
あ

る
金
木
第
一
尋
常
小
学
校
に
入

学
し
ま
し
た
。
そ
の
跡
は
、
現

金
木
病
院
駐
車
場
中
央
付
近
で

す
。
太
宰
会

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
 

ク
の
際
、
中
西
昭
治
さ
ん
が
そ

の
場
所
を
確
認
し

て
い
ま
す
。
 

そ
れ
に
先
立
っ
て
、
大
正
三

年
の
学
齢
前
の
満
五
歳
こ
ろ
か

ら
、
こ
の
小
学
校
に
通
っ
て
い

た
と

い
う
こ
と
で
す
。
津
島
家

の
向
か
い
の
金
木
銀
行
奥
の
一

室
に
、
小
学
校
訓
導
で
、
五
つ

上
の
姉
あ
い

の
担
任
で
あ
っ
た

三
上
や
裏
先
生
が
、
母
と
弟
と

一
緒
に
間
借
り
し
て
住
ん
で

い

ま
す
。
当
時
や
裏
先
生
は
、
叔

母
き
象
さ
ん
と
親
し
く
、
始
終

津
島
家
に
遊
び
に
訪
れ
て
い
た
 

た
 
ね
 

と
い
う
こ
と
で
す
。

母
タ
子
、
 

修
治
、
叔
母
き
象
、
先
生
と
四

人
で
写
し
た
写
真
が
残
っ
て
い

ま
す
。
や
急
先
生
の
勧
め
か
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

学
 
 校

側
の
特
別
配
慮
に
よ
っ
て
、
 

タ
ケ
さ
ん
に
連
れ
ら
れ

て
、
自

宅
か
ら
五
、
六
分
の
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
小
学
校
に
通
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
教
室
の
一
隅
に

机
と
椅
子
が
与
え
ら
れ
、
年
上

の
児
童
と
席
を
並
べ
て
授
業
を

受
け
た
よ
う
で
す
。
学
校
の
祝

祭
日
の
式
な
ど

が
あ
る
と
き
は
、
 

い
げ
た
か
す
り
 

井
桁
緋
の
筒
袖
の
着
物
に
、
縞
 

は
か
ま
 

の
馬
乗
り
袴
を
は
き
、
う
し
ろ

に
二
本
リ
ボ
ン
の
垂
れ
た
水
兵

帽
を
か
ぶ
っ
て
参
列
し
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
学
齢
前
の
通
学

は
、
二
年
間
続
い
た
よ
う
で
す

が
、
入
学
直
前
の
ニ
ケ
月
余
を

五
所
川
原
に
分
家
し
た
叔
母
き

急
の
家
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
 

作
品
『
思
ひ
出
』
に
 
「や
が

て
私
は
故
郷
の
小
学
校
へ
入
っ

た
が
、
追
憶
も
そ
れ
と
共
に

一

変
す
る
。
（略
）
同
じ
頃
、
叔
母

と
も
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事

情
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
に

叔
母
の
次
女
は
嫁
ぎ
、
三
女
は
 

は
 
い
 
し
ゃ
 

死
に
、
長
女
は
歯
警
者
の
養
子
 
 を

と
っ

て
カ
た
。
叔
母
は
そ
の

長
女
夫
婦
と
末
娘
と
を
連
れ
て
、
 

遠
く
の
ま
ち
へ
分

家
し
た
の
で

あ
る
。
私
も

つ
い
て
行
っ
た
。
 

わ
 

（
略
）
私
は
叔
母
に
貰
は
れ
た

の
だ
と
思
っ
て
カ
た
が
、
撃
校
 

い
 

よ
 

に
は
ひ
る
や
う
に
な
っ
た
ら
、
 

ま
た
故
郷
へ
返
さ
れ
た
の
で
あ

る
。」
と
、
描
か
れ
て
い
ま
す
。
 

す
で
に

二
年
前
か
ら
通
っ
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
小
学
校
へ

の
入
学
に
は
、
さ
し
た
る
感
激

も
感
慨
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
入
学
当
初
か
ら
、
 

農
業
、
漁
業
を
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
、
出
稼
ぎ
に
行
か
れ
る
際
に

は
国
民
年
金
の
届
出
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

国
民
年
金
の
加
入
者
に
は
、
農

業
、
漁
業
、
自
営
業
な
ど
の
第
1
 

号
被
保
険
者
、
会
社
員
や
公
務
員

の
第
2
号
被
保
険
者
、
第
2
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
の
第
3
号
被
保
険
者
の
3
つ
の

種
類
が
あ
り
ま
す
。
 

第
1
号
被
保
険
者
の
方
が
出
稼

ぎ
に
行
き
、
そ
こ
で
厚
生
年
金
に

加
入
す
る
と
、
第
2
号
被
保
険
者

に
変
わ
り
ま
す
か
ら
、
国
民
年
金

の
「
種
別
変
更
届
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。
 

こ
の
と
き
、
配
偶
者
の
方
が
健

康
保
険
の
被
扶
養
者
と
し
て
認
め

ら
れ
る
と
、
国
民
年
金
の
第
3
号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場

合
も
「
種
別
変
更
届
」
 
の提
出
が

必
要
で
す
。
 

第
3
号
被
保
険
者
に
な
る
と
、
 

個
別
に
保
険
料
を
負
担
す
る
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
第
 

3
号
に
該
当
し
た
旨
を
届
出
し
て

い
な
い
と
、
保
険
料
を
納
め
な
か

っ
た
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
、
将
来

の
年
金
が
減
額
に
な
り
ま
す
の
で
、
 

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

出
稼
ぎ
か
ら
戻
っ
て
き
た
と
き

に
も
届
出
が
必
要
で
す
。
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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出稼ぎと 

国民年金 

(
 

(
 



しょう へい 

小野 勝平 くん 
(5才）【喜良市・北本町】 

好き嫌いがなくニンジンや
ピーマンも大丈夫。ウルトラ
マンに凝っていて、グッズも
いっぱいあるんだよ。 
大きくなったらパン屋さん

になって、チョコパン、メロ
ンパンなど、いろんなパンを
作ってみんなに食べてもらい
たい。 
小学校に行ったら、野球を

やってみたい。 

ち あき 

津島 千秋ちゃん 
(5才）【喜良市・下派立】 

焼き肉が大好きだけど、チ 
ーズが苦手。保育所では、友
達となわとびしたり元気にし
ているよ。 

大きくなったら、かわいい
から“もののけ姫”になりた
いなあ。 

泳ぐのが好きなんだけど、 
今年は早くプールが終わって
しまいちよっと残念。 

5
お
断

り
ー
 

金
木
病
院
カ
ル
テ
十

月
号
は
、
都
合
に
よ
り

ま
し
て
お
休
み
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
 

コ

5
訂
正
と
お
詫
び

5
ー
 

広
報
か
な
ぎ
八
月
号
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

▼
＋
七
ペ
ー
ジ
 

「善
意
」
の
欄
で
下
山
康

彦
さ
ん
が
康
弘
に
な
っ

て
い

ま
し
た
。
 

(
 

周
囲
が
目
を
見
張
る
ほ
ど
の
秀

才
ぶ
り
を
発
揮
し
、
と
く
に
作

文
に
は
独
自

の
才
能
を
示
し
た

よ
う
で
す
。
じ
っ
さ
い
知
識
の

量
ば
か
り
で
な
く
、
頭
脳
の
明

敏
さ
に
、
教
師
も
本
気
で
感
嘆

し
た
と

い
う
こ
と
で
す
b
 

五
年
生
の
と
き
、
川
口
豊
三

郎
先
生
が
担
任
し
ま
す
。
川
口

先
生
の
「
太
宰
備
忘
」
 
ノ
ー
ト

が
研
究
資
料
と
し
て
太
宰
会
に

提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
り
ま
す
と
、
学
科
は
各
科
共

優
秀
で
一
年
か
ら
卒
業
ま
で
首

席
で
通
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

特
に
作
文
が
う
ま
く
、
素
材
も

着
想
も
平
凡

で
は
な
く
、
職
員

室
で
先
生
方
に

読
ん
で
き
か
せ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 
「将
来

の
希
望
」
を
書
か
せ
た
ア
ン
ケ
 

ー
ト
に
「
文
学
」
と
回
答
し

た

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
生
活
面
で

は
、
変
装
用
具
を
使
っ
た
劇
ご

っ
こ
遊
び
ゃ
、
先
生
の
教
科
書

に
玩
具
て
イ
ン
ク
の
よ
う
に
見

え
る
仕
掛
け
を
し
た
り
、

い
た

ず
ら
も
相
当
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
 

け
ん
 
か
 

級
友
の
話
で

は
、
喧
嘩
も
と
き

ど
き
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

学
年
が
も
っ
と
下
の
こ
ろ
は
、
 
 

よ
く
「
か
ち
ゃ
く
（
ひ
っ
か
く
）
」
 

の
で
、
あ
だ
な
は
「
猫
」
と
つ

け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
 

こ
っ
け
い
、
お
ど
け
る
事
も
人

一
倍
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う
に
遊
び

に
お
い

て
も
、
企
画
力
・
演
出
力
に
と

ん
だ
、
お
茶
目
で
健
康
な
い
た

ず
ら
っ
子
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
 

こ
の
川

口
先
生
の
 

「太
宰
備

忘
」
ノ

ー
 

ト
は
、
太

宰
治
研
究

者
宛
の
下

書
き
と
し

て
記
録
さ

れ
た
も
の
 

で
す
。
小
学
校
時
代
の

貴
重
な

資
料
と
し
て
、
太
宰
治
年
譜
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

い

ず
れ
会
報
等
に
全
文
を
掲
載
す

る
予
定
で
す
。
こ
の
ほ
か
の
エ

ピ

ソ
ー
ド
と
し
て
、
大
橋
勇
五

郎
さ
ん
が
語
る
「
ほ
し
餅
」
事

件
が
有
名
で
す
。
 

金
木
郷
土
史

（
昭十
五
）
に

よ
る
小
学
校
の
沿
革
は
、
 
「
明
 
 治

八
年
五
月
創
立
、
八
幡
宮
境

内
に
校
舎
を
新
築
し
、
金
木
小

学
校
と
称
す
。
同
十
九
年
四
月
、
 

学
制
改
正
に
よ
り
金
木
尋
常
小

学
校
と
改
む
。
 同
三
十
五
年
八

月
、
字
菅
原
十
九
番
地

（
旧御

蔵
屋
敷
）
へ
移
転
新
築
。
同
一
二

十
六
年
六
月
、
金
木
第

一
尋
常

小
学
校
と
改
称
」
と
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
金
木
第
二
尋
常
小
学
校
 

は
川
倉
字
七
タ
野
五
六
、
金
木

第
三
尋
常
小
学
校
は
蒔
田
字
桑

元
三
が
所
在
地
で
す
。
 

大
正
十
一
年
三
月
二
十
三
日
、
 

六
ケ
年
間
の
通
信
簿
は

つ
ね
に

実
力
通
り
の
「
全
甲
」
で
首
席

を
通
し
、
男
子
三
十
四
名
、
女

子
二
十
二
名
、
計
五
十
六
名
の

総
代
で
、
金
木
第

一
尋
常
小
学

校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
 

僕
の
夢

・
私
の
夢
 

ー

第

4
保
育
所
ー
 

⑨ 	広報かなぎ田川”I III I I 

▲太宰の小学 5年生の担任だっ
た川口豊三郎先生が、津島修治
少年の思い出をつづった貴重な
ノート。小学生時代の太宰を知
りうる唯一の資料である。 



だ
い
 
す
け
 

大

輔
（
正
人
）
金
 
木
 

る
 

い
 

流

維
（
冬
樹
）
喜
良
市
 

さ
 
あ
や
 

沙

綾
（
恭
泰

）
金
 
木
 

し
ゆ
う
 
と
 

秀
登
（
久

）
喜
良
市
 

人

口

と
世
帯
 

伝
 
言
 

板
 

⑨
届
い
て
い

ま
す
 

●

九
月
二
十
日
 

嘉
瀬
‘
黒
川
石

油
付
近
路
上
 

（赤
紫
色
の
財
布

）
 

●

九
月
二
十
五
日
 

金
木
警
察
署

前
 

信
金
の

ネ
ッ
ク
レ
ス
）
 

●

九
月
二
十
六
日
 

金
木
下
町

・
松
山
呉
服
店

前
 

（黒
の
小
銭
入
れ

）
 

心
当
た

り
の
方
は
、

金
木
警

察
署
落
し

物
係
ま
で
。
 

⑨
係
か

ら
 

こ
の
コ
ー
ナ

ー
を
利
用
し

た

い
方
は
役
場
企

画
室
ま
で
。
 

今桑木近

田村村 お
し
あ
わ
せ
に
 

お

く
や
み
 

櫛

引
 
勇
市

（6
9才
）
嘉
 
瀬

今
 

其
次

（8
7才
）
喜
良
市

松

尾
 
ス
 
エ

（8
6才
）
金
 
木

伊
丸
岡
 
マ
 
ツ
（
8
2才
）
喜
良
市
 

醜
祐子
紗
誕）
茄駐
 

（
競太
数
一
艶「
林
 

醸

誓
駆
編
誘
 

（薪
駈
紀
一
醜
畦
競
 種 

金金蒔川金金喜金金 
良 

木木田倉木木市木木 

9 月末現在 前年同月比 

男 5,858人 △ 29人 

女 6,442人 △ 38人 

計 12, 300人 △ 67人 

世帯数 3,937 	 1 

こ
の
欄
は
、金
木
町
に住
所
を
有

し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
レな
い
方
は
町
民
課
窓

口
に
届
出
の
際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

津

田
 
長

六
（
8
4才
）
 

角
田
 
ヤ
 
ナ
（

8
9才
）
 

古
川
角
右
衛
門

（8
7才
）
 

相

川
ト

キ
エ

（8
9才
）
 

津

田
 
敬

三
（
7
3才
）
 

中

谷

三
四
郎
（

7
9才
）
 

田

中
 
ッ
 
ョ

（9
2才
）
 

角
田
徳

太
郎
（

7
7才
）
 

市
 
テ
 
ル

（6
3才
）
 

戸
 

t
ョ
J
コ
白
い
u
、
丁
 

「
ノ
．
“ノ
r九

L
‘
ノ
‘
ノ
 

籍
 

お
め

で
と

う
 

の
＆
 

6

窓
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流 	維 
健やかに育ってほしい 

（父 	冬樹より） 

だい 	すけ 

大 	輔 
早く大きくなって、一緒に
遊ぽうね（姉 菜摘より） ’ト 

隆磁一武 H 

4
 

I一
 
 

F
 
り
 

一
，
 

、
  

、
敵
 

・
』 

 

J  

《・】  

、 ・、 《 
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「 ‘

／、 

、  

一 一 
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 '  

ー
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一
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しゆう 	と 

秀 	登 

お兄ちゃんに負けないで大
きく育ってね（母玉恵より） 

さ 	あや 

沙 	綾 
優しく素直に育ってほしい 

（母 麻美より） 
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1 新婦 梶 間 麻 誉 さん（愛知県）  《 
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